
 

 

 

 

海老名市・白石市姉妹都市提携30周年記念式典及び祝賀会を開催 

～30周年の意義と喜びを分かち合い、より強固な関係への契機に～ 

 

平成６年10月23日に宮城県白石市との姉妹都市を提携してから、今年で30年の節目

を迎えます。この間、スポーツ、教育、物産などの様々な団体による交流をはじめ、

市民視察や湯けむり交流支援などによる個人レベルでの交流を図ってまいりました。 

これらの交流事業を中心に育まれた信頼関係を大切にし、さらに、平成27年５月か

らは北海道登別市を含めたトライアングル姉妹都市による「絆」を、より一層深める

とともに、30周年の意義と喜びを姉妹都市で分かちあい、その関係をより強固なもの

とする契機として、記念式典及び祝賀会を開催します。 

 

１ 日時 

  令和６年９月15日（日）            

(１) 式 典 18時00分～（受付：17時30分～） 

(２) 祝賀会 18時40分～ 

 

２ 場所 

  レンブラントホテル海老名 

 

３ 招待者 約230名 

(１) 海老名市   約100名（都市間交流協会個人会員等を含む） 

 (２) 白石市長ほか 約100名（白石市市民訪問団を含む） 

 (３) 登別市長ほか 約 30名 

 

４ これまで実施してきた白石市との主な交流事業 

  

◎この件に関するお問い合わせ 

海老名市市民協働部市民活動推進課 電話 046-235-4794 

内  容 

スポーツ交流 

ア 少年野球 

イ 水泳 

ウ 剣道 

エ ソフトテニス （ア･イは、毎年、ウ･エは隔年開催） 

教育交流 

（毎年開催） 

ア 豆記者交流（小学生対象） 

イ ふるさとのまちを語る交流（中学生対象） 

市民視察 白石市及び登別市を市民視察団が隔年訪問 

物産交流 
毎年秋に開催される「えびな市民まつり」･「白石市農業祭」に

おいて、それぞれの特産・物産を販売 

湯けむり交流 白石市の宿泊提携施設を利用する会員に対して宿泊助成を実施 

令和６年８月21日 

市長定例記者会見資料 

市民協働部市民活動推進課 

【交流事業 開催の様子】 

【20 周年記念式典の様子】 


